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古
代
日
本
海
沿
岸
の
神
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国
宝
『
海
部
氏
系
図
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諸 
 

橋 
 

奏 
 

一 

縄
文
の
カ
ミ 

日
本
民
族(

言
語
・
文
化
・
宗
教
・
人
種)

が
形
成

さ
れ
た
の
は
、
列
島
周
辺
を
流
れ
る
潮
流
の
賜
物
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

ベ
ー
リ
ン
グ
海
に
発
し
て
南
下
す
る
「
親
潮(

千

島
海
流)

」
や
「
東
カ
ラ
フ
ト
寒
流
」
。
南
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
諸
島
か
ら
北
上
す
る
太
平
洋
最
大
の
潮
流
「
黒

潮
（
日
本
海
流
）」
。 

日
本
海
側
で
は
、
日
本
海
北

隅
に
発
す
る
「
リ
マ
ン
海
流
」
、
そ
れ
に
続
く
「
沿

海
州
寒
流
・
北
鮮
寒
流
」。
黒
潮
支
流
の｢

対
馬
海

流｣

、
「
東
鮮
暖
流
」。 

対
馬
暖
流
は
更
に
「
津
軽
暖
流
」
、
「
宗
谷
暖
流
」

に
分
岐
し
た
後
、
カ
ラ
フ
ト
西
岸
に
達
す
る
。 

古
代
の
小
舟
で
は
大
河
の
如
き
潮
流
の
流
れ
の
ま

ま
の
人
類
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
古
代
の
長
い
時
間
を

か
け
て
形
成
さ
れ
た
民
族
の
言
語
「
日
本
語
」
は
大

陸
北
方
系
の
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
語
族
、
南
方
系
の

マ
ラ
イ
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
族
、
西
方
系
の
ド
ラ
ヴ
ィ

ダ
語(

タ
ミ
ル
語)

族
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
と
の
か
か
わ
り

が
云
々
さ
れ
る
類
を
み
な
い
独
自
の
言
語
と
な
っ

た
。 そ

し
て
「
信
仰
」
も
ま
た
で
あ
る
。「
惟
神(

か
む

な
が
ら)
の
道
」
で
あ
る
。「
自
然
に
対
す
る
独
自
の

感
受
性
を
も
と
に
目
に
見
え
な
い
カ
ミ
の
働
き
へ
の

崇
拝
を
育
て
た
、
素
朴
な
儀
礼
に
基
づ
く
民
族
宗

教
」
で
「
自
然
は
カ
ミ
」
で
あ
っ
た
。
古
代
の
自
然

崇
拝
を
今
日
に
継
承
し
て
い
る
「
磐
座
・
磐
境
・
磯

城
・
神
奈
備
・
神
籬
・
禁
足
地
」
な
ど
に
、
自
然
の

中
に
神
を
み
て
、
こ
れ
を
祀
っ
た
精
神
風
土
、
日
本

文
化
の
源
流
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

二 

弥
生
の
神
々 

紀
元
前
四
百
年
頃
、
数
千
年
の
文
明
を
も
つ
中
国

は
、
春
秋
・
戦
国
時
代
に
あ
り
、
国
々
の
興
亡
が
繰
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り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
春
秋
時
代
の
前
四
七
三
年
に

は
呉
が
滅
亡
し
、
戦
国
時
代
半
ば
の
前
三
三
四
年
に

粤(
越)

が
滅
亡
す
る
。
越
は
中
国
東
南
部
に
広
く
分

布
し
た
南
方
系
少
数
民
族
か
ら
出
た
水
田
稲
作
と
の

か
か
わ
り
の
深
い
民
族
で
あ
っ
た
。
隣
国
呉
を
滅
ぼ

し
、
会
稽
～
琅
琊
に
都
し
、
浙
江
・
江
蘇
・
山
東
に

覇
を
唱
え
た
が
楚
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。 

こ
の
頃
に
江
南
の
水
田
稲
作(

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米)

と

鉄
器
文
化
を
も
っ
た
人
々
が
、
山
東
半
島—

朝
鮮
半

島
南
西
部—

北
部
九
州
に
渡
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
そ
の
頃
の
朝
鮮
半
島
は
北
方
騎
馬
民
族
の

南
下
の
最
中
で
多
部
族
割
拠
の
時
代
で
あ
っ
た
。
古

代
朝
鮮
半
島
に
伝
播
し
た
稲
作
、
鉄
器
の
文
化
が
本

格
的
に
日
本
と
か
か
わ
っ
て
く
る
の
は
古
代
朝
鮮
の

南
半
部
の
多
部
族
が
三
国
に
収
斂
さ
れ
て
き
た
前
二

〇
〇
年
頃
の
原
三
韓
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ

う
。 そ

し
て
こ
の
文
化
は
生
産
の
神
を
伴
っ
て
渡
来
し

て
き
た
。
日
本
海
沿
岸
は
自
然
の
縄
文
か
ら
生
産
の

弥
生
時
代
へ
と
一
変
す
る
。 

石
見
と
出
雲
の
国
境
に
あ
る
佐(

狭)

比
売
山(

三

瓶
山)

に
ま
つ
わ
る
大
宜
都
比
売
神
と
娘
の
乙
子
狭

姫
の
穀
物
発
生
の
伝
説
や
丹
波
国
の
伊
去
奈
子
嶽

(

磯
砂
山)

に
天
降
っ
た
豊
受
大
神(

の
ち
の
外
宮
祭

神)

の
水
田
稲
作
に
つ
い
て
の
丹
波
国
伝
承
「
あ
な

に
え
し
田
庭(

タ
ニ
ハ
が
転
じ
て
タ
ン
バ
＝
丹
波

に)

」
な
ど
に
、
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
日
本
海
沿
岸

に
生
産
神
を
奉
じ
た
集
団
が
渡
来
し
た
原
初
の
姿
が

見
え
る
。 

「
豊
受(

ト
ヨ
ウ
ケ)

大
神
」「
大
宜
都(

オ
オ
ゲ
ツ)

比
売

神
」
の
「
ケ
・
ゲ
」
は
「
食
」
の
意
味
で
食
は
稲
で

あ
り
、
稲
の
精
霊
の
「
稲
魂
」
が
神
様
。「
宇
迦
之

御
魂
神
、
倉
稲
魂(

う
か
の
み
た
ま)

、
物
忌
神
、
宇
賀

神
、
御
食
津
神
、
御
饌
津
神
、
保
食(

う
け
も
ち)

神
、

気
比
神
」
更
に
は
「
稲
荷(

稲
生
る)

、
田
の
神
」
な

ど
全
て
同
義
語
。
日
本
人
に
と
っ
て
い
か
に
「
稲
」

は
特
別
な
モ
ノ
で
あ
る
か
が
解
る
。 

「
古
代
日
本
海
の
神
々
」
の
「
表
」
に
み
る
如
く

神
々
の
中
心
は
素
戔
嗚
尊
と
火
明
命(

饒
速
日
命)

で

あ
る
が
、
そ
の
諡
号
は
「
神
祖
熊
野
大
神
櫛
御
気
野

命
」「
天
照
国
照
彦
火
明
櫛
甕
玉
饒
速
日
命
」。「
櫛

御
気
野
命
」
は
「
奇
御
食
主
命
」、「
饒
速
」
は
「
豊

穣
」
で
と
も
に
食—

穀
物—

稲
を
つ
か
さ
ど
る
神
に

通
ず
る
。 

と
こ
ろ
で
、
諡
号
の
な
い
神
は
生
体
が
感
じ
ら
れ

な
い
。
例
え
ば
大
国
主
命
。 

「
記
紀
」
の
編
纂
に
当
り
、
持
統
女
帝(

六
八
六

～
六
九
六
年
在
位)

は
「
中
央
集
権
国
家
の
確
立
と

天
皇
家
の
由
緒
正
統
化
の
た
め
」
に
不
都
合
な
大
神

神
社
・
石
上
神
社
の
古
文
書
と
春
日
氏
・
大
伴
氏
な

ど
一
六
豪
族
の
系
図
と
を
六
九
一
年
に
没
収
、
抹
消

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
同
時
に
作
成
し
た
神
話
は
、

部
族
の
最
高
神
素
戔
嗚
尊
と
そ
の
子
火
明
命(

饒
速

日
命)

を
抹
殺
、
代
っ
て
出
雲
神
話
の
最
高
神
と
し

て
大
己
貴(

お
お
な
む
ち)

神
を
登
場
さ
せ
た
。
か
か
る

強
行
策
に
も
拘
ら
ず
饒
速
日
は
「
記
」
に
一
カ
所
、

「
紀
」
で
は
三
カ
所
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い

る
。
当
時
、
饒
速
日
が
か
つ
て
原
大
和
の
支
配
者
で

あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。 

出
雲
大
社
の
社
名
は
明
治
以
降
の
正
式
社
名
で
、

以
前
は
杵
築
大
社
。
丹
波
国
一
宮(

亀
岡
市)

出
雲
大

神
宮(

お
お
か
み
の
み
や)

の
小
引
き
で
は
、
明
治
に
な

り
神
社
制
度
に
定
め
ら
れ
た
祭
神
が
大
国
主
命
、
三

穂
津
姫
命(

「
表
」
参
照)

。『
丹
波
国
風
土
記
』
に

は
「
和
同
年
中(

七
〇
八
～
七
一
五
年)

出
雲
国
杵
築

に
大
国
主
神(

ま
た
の
名
、
大
己
貴
命
、
御
蔭
大

神
、
三
穂
津
彦
大
神
其
の
他)

を
遷
す
。
出
雲
大
社

是
れ
也
」
に
よ
る
も
の
と
い
う
。
尚
、
大
神
宮
社
殿

内
「
空
ノ
間
」
に
は
か
つ
て
は
国
常
立
命
が
祀
っ
て

あ
っ
た
と
の
こ
と
、
大
八
洲
国
祖
神
社
の
社
名
、
俗

称
の
元
出
雲
と
併
せ
、
大
神
宮
が
古
代
で
は
格
別
の

社
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

ま
た
、
天
平
五
年(

七
三
三)

出
雲
国
造
広
嶋
撰
録

『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
朝
廷
創
作
「
記
紀
」
に
従

い
出
雲
国
最
高
神
「
所
造
天
下
大
穴
持
命
」
で
多
数

あ
る
大
国
主
命
の
名
を
統
一
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
記
紀
」
が
勝
者
の
歴
史
書
で

あ
り
、
牽
強
付
会(

こ
じ
つ
け)

の
書
で
あ
る
一
端
を

示
し
て
い
る
。 

 

三 

国
宝
『
海
部
氏
系
図
』
の
紹
介 

古
代
日
本
海
沿
岸
の
神
社
や
ク
ニ
を
潟
湖
連
合
と

し
て
纏
め
、
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
の
が
、
丹
後
一
宮

籠
神
社
・
海
部
氏
で
あ
っ
た
。 
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籠
神
社
は
天
の
橋
立
の
聖
地
に
あ
り
、
海
部
氏
は

現
在
第
八
十
二
代
の
歴
史
を
も
つ
。
主
祭
神
は
丹
後

海
部
氏
始
祖
彦
火
明
命
。
境
内
に
は
彦
火
火
出
見

命
・
倭
宿
禰
命
が
、
奥
宮
真
名
井
神
社(

古
名
、
吉

佐
宮)

に
は
豊
受
大
神(

外
宮)

・
天
照
大
神(

内
宮)

が
祭
ら
れ
て
い
る
。
元
伊
勢
と
称
さ
れ
る
所
以
。 

籠
神
社
に
は
、
昭
和
五
十
年
に
は
じ
め
て
公
開
さ

れ
、
翌
五
十
一
年
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
日
本
最

古
の
系
図
『
海
部
氏
系
図
』
と
附(

つ
け
た
り)

『
海
部

氏
勘
注
系
図
』
が
あ
る
。 

当
系
図
は
平
安
初
期
に
書
か
れ
て
以
来
、
昭
和
五

十
年
ま
で
約
千
百
年
以
上
秘
匿
が
守
ら
れ
て
き
た
。

し
か
も
史
的
資
料
と
し
て
第
一
級
品
と
認
め
ら
れ
て

い
る
。 

第
一
級
資
料
の
認
定
に
つ
い
て
は 

一 

十
六
世
代
の
人
名
に
は
丹
後
国
庁
公
認
の
「
丹

後
国
印
」
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。 

二 

成
立
年
代
が
八
七
一
年
か
ら
八
七
七
年
と
特
定

で
き
る
。 

三 

竪
系
図
の
古
態
で
、
海
部
家
を
継
ぐ
一
子
の
み

記
す
父
子
相
続
の
形
態
。
続
柄
と
し
て
「
孫
」

「
児
」
「
弟
」
を
使
用
。 

四 

人
名
に
「
命
」
「
宿
禰
」
「
直
」
「
祝
」
が
つ
い

て
お
り
、
夫
々
の
時
代
の
身
分
な
ど
が
判
る
。 

五 

附(

つ
け
た
り)

の
『
海
部
氏
勘
注
系
図
』
は
江

戸
初
期
の
も
の
と
い
う
が
、
内
容
は
平
安
期
に
さ

か
の
ぼ
る
も
の
で
史
料
的
価
値
が
高
い
。 

な
ど
。 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は 

一 

丹
後
海
部
氏
の
始
祖
ヒ
コ
ホ
ア
カ
リ
ノ
ミ
コ
ト

は
祖
神
に
お
い
て
天
皇
家
と
は
兄
弟(

ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト)

。 

二 

ヒ
コ
ホ
ア
カ
リ
は
丹
後
に
降
臨
し
た(

一
説
に

よ
れ
ば
若
狭
湾
の
冠
島
＝
大
島)

。 

三 

四
代
目
の
ヤ
マ
ト
ス
ク
ネ
ノ
ミ
コ
ト
は
大
和
の

建
国
に
関
与
。 

四 

古
代
海
人
族
は
技
術
集
団
で
水
軍
で
も
あ
り
、

拠
点
は
丹
後
に
あ
っ
た
。 

更
に
「
海
部
氏
系
図
」
と
「
海
部
氏
勘
注
系
図
」

を
総
合
検
討
し
て
判
る
こ
と
と
し
て 

➀
始
祖
彦
火
明
命
は
前
二
世
紀
末
頃
の
人
。 

➁
二
代
天
香
語
山
命
、
三
代
天
村
雲
命
、
四
代
倭
宿

禰
命
は
前
一
世
紀
頃
の
人
。 

③
九
世
孫
意
富
那
比
命
の
妹
日
女
命
は
ヒ
ミ
コ
か
？ 

④
十
一
世
孫
小
登
與
命
の
妹
日
女
命
は
ト
ヨ
か
？ 

⑤
十
四
世
孫
川
上
眞
稚
命(

大
縣
主
に
な
る)

は
丹
波

道
主
命
か
？ 

⑥
十
五
世
孫
丹
波
大
矢
田
彦
の
妹
川
上
日
女
命
は
ヒ

バ
ス
ヒ
メ(

垂
仁
天
皇
の
サ
ホ
ヒ
メ
の
後
の
后)

か
？ 

⑦
「
二
六
六
年
倭
の
女
王
西
晋
に
朝
貢
す
る
」
～

「
四
一
三
年
倭
王
讃
、
東
晋
に
遣
使
」
ま
で
中
国

の
歴
史
書
か
ら
倭
の
関
係
記
事
が
絶
え
る
が
、
こ

の
頃
強
大
に
な
っ
て
き
た
大
和
の
天
皇
勢
力
は
既

存
の
丹
後
国
勢
力
制
圧
を
図
る
。
軍
事
力
と
し
て

の
四
道
将
軍
派
遣(

丹
波
道
主
命
説
話)

。
結
婚
政

策(

日
葉
酢
媛
伝
承
、
天
皇
の
も
と
に
召
さ
れ
た

丹
波
国
の
神
の
娘
た
ち)

。
懐
柔
策(

天
皇
、
海
部

の
姓
を
賜
う)

。
祭
神
政
策(

天
照
大
神
の
丹
波
移

し
、
丹
波
の
「
保
食
神(

豊
受
大
神)

」
の
伊
勢
移

し)

。
と
ど
め
は
七
一
三
年(

和
銅
六)

の
丹
後
国

分
国
。
こ
れ
ら
の
事
柄
記
録(

系
図)

は
中
国
の
歴

史
書
に
空
白
の
日
本
史(

崇
神
天
皇
～
応
神
天
皇

の
一
四
七
年
間)

を
埋
め
重
要
。 

以
上
「
古
代
日
本
海
の
神
々
と
海
部
氏
系
図
」
を

俯
瞰
し
て
い
る
と
『
魏
志
倭
人
伝
』
の
「
不
弥
国
よ

り
水
行
二
十
日
」
は
但
馬
の
円
山
川
河
口
の
凾
石
浜

で
あ
り
、「
投
馬
国
よ
り
水
行
十
日
陸
行
一
月
」
は

丹
後
半
島
を
廻
り
若
狭
湾
に
入
り
宮
津
港
に
上
陸
。

由
良
川
を
遡
っ
て(

地
理
上
は
南
東)

福
知
山
、
綾

部
、
和
地
、
丹
波
高
地
・
丹
波
、
園
部
、
亀
岡(

出

雲
大
神
宮
所
在
地)

、
保
津
川
、
京
都
、
奈
良
、
天

理
、
桜
井
が
浮
か
ん
で
く
る
。
空
想
で
あ
ろ
う
か
、

『
海
部
氏
系
図
』
の
精
査
、
謎
解
き
が
望
ま
れ
る
。 

 

引
用 

 
 

『
古
代
丹
後
国
は
、
あ
っ
た 

 

参
考
文
献 

秘
宝
『
海
部
氏
系
図
』
よ
り
探
る
』

伴
と
し
子
著 

東
京
経
済 

“
丹
後
王
国
”
を
証
す 

籠
神
社
『
海
部
氏
系
図
』 

伴
と
も
子
記 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸 橋  奏     　平成26年10月22日

　　弥生以降の由緒、古社の神々の変遷など…………

 縄文の頃より、鳥海山(2237ﾒｰﾄﾙ)に宿る古代神(山霊)に蝦夷を攻める鉄剣軍団が逆に征夷の神(654)に

 取り込んだ. 内宮「みあれ」. 外宮 物忌神(穀霊神・農耕神)

 度津(朝鮮語の「海」ﾊﾟﾀ)神の神社、古代大陸や朝鮮半島から渡来、漂着があったと舒明紀・

 聖武紀に. 対馬・和多津(ﾜﾀﾂ)神社、隠岐島・由良比女神社(和多須(ﾜﾀｽ)潮流が分る

 弥彦山(638ﾒｰﾄﾙ)は越中と越後の国境であったが、大宝2年(702)現在の如くに.中世には祭神は開拓

 神彌彦大明神のみであったが、江戸初期『大日本一宮記』に「伊夜日古社饒速日尊皇子天香山命」

 太古、出雲～因幡の気多崎経由能登に渡ったのて゛気多社名に. 分祀で但馬・越前・加賀・越中・越後

 (居多)・飛騨にも祀られる程神威があった.奥宮は素戔嗚尊を祀る. (本来の姿)

 ｢白」は「しろ・はく」ではなく「しら」で御由緒など全て「しら・ｼﾗ」の振り仮名がつく.古代朝鮮の斯羅(新羅)、

 甑山(ｼﾗﾎﾞﾝ)と無縁でなく、斯羅渡来人の「故郷の神山」

 謎多きこと籠神社に次ぐ. 元越の国一宮とも. 気比＝笥飯は食・𩜙・受・飯米・稲(生)・保食に係わる社

 名・祭神は意富加羅(ｵｵｶﾗ)国(任那)の王子都怒我阿羅斯等とも、泻湖神社の代表

 敦賀をはじめ若狭・遠敷郡丹生郷・海神・白山など北陸道は中国・朝鮮の文化が色濃く伝わっている.

 若狭神＝彦神(山幸彦)と姫神(豊玉姫)夫婦で山神・海神の性を

 名勝保津川は三穂津姫の名からで千年川と. 当宮小引きによれば「崇神時に再興された」と『丹波風

 土記』｢和銅年中出雲国杵築に大国主命を遷す. 出雲大社是れ也」と. 俗称元出雲

 天火明命は若狭湾の凡海島(冠島・大島)に降臨し、丹波の真名井神社の豊受大神を(匏宮).

 豊受大神は奈子嶽(磯砂山)に降臨. 五穀を植え、その稔りを「あなにえし田庭」

 天日槍命は新羅の王の子で垂仁天皇三年(320年頃)「八種の神宝」を持って渡来した.伝承は朝鮮伝

 来の刀剣等文化の人格化で、太陽神を祀り、矛・剣を神の依代の宗教・農耕鍛冶集団

 宿禰(ｽｸﾈ)～村主(ｽｸﾞﾘ)は古朝鮮語で村長.姓の一.渡来系氏が称.村(ｽｷ)は古朝鮮語(注、白村江)

 (ｸﾞ)ｽｸ(琉球語の城). 磯城(ｼｷ)瑞蘺宮跡、同系語

 しどり(しとり・しずり)はｼﾂﾞｵﾘ(倭文織＝緯を青・赤などで染め乱れ模様に、あやぬの(古代の織物)

 当地開拓が倭文部の一族によって進められたことによる.下照姫が居住

 古来、種々の称号で呼ばれたが、明治以後、正式社名を出雲大社とした. 大神の別称. 大已貴神・

 大穴持命・大物主命・葦原醜男神・八千矛神・所造天大神・大国魂神・櫛甕魂神

 古代語「くまの」は韓語. 出雲族の神祖奇御食主. 日本火出初社とも. 出雲大社宮司就任式の火継式

 は当社で行われ、鑚火祭に出雲大社祭祀に用いる神火は大社宮司参拝の上拝受.

 「うまし」は褒め言葉.「まじ」はまじない、占い、「ﾌﾂﾉﾐﾀﾏ・十種神宝」を奉齊し、御魂鎮めを. 物部氏の始祖

 で、祭事・神前裁判を司り、後に武力も「もののふ、武士の意」
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古代日本海沿岸の神々　と　国宝「海部氏系図」

 旧国名・所在地  神社名・祭神名  ｽｻﾉｵ・ﾆｷﾞﾊﾔﾋ関係  縄文時代の神

みち  出羽・山形県  大物忌神社  ｽｻﾉｵ・稲田姫の子  御神体山

のく  飽海郡遊佐町  大物忌神(倉稲魂神)  ﾆｷﾞﾊﾔﾋの妹  鳥海山(鳥見山)

 佐渡・新潟県  度津(ﾜﾀﾂ)神社  ﾜﾀﾂﾐ(海神)  本来の御神体「海」

 　佐渡市羽茂  五十猛命・大屋津姫  ﾆｷﾞﾊﾔﾋの兄・姉  羽茂川・妹背山神域

北  越後・新潟県  彌彦神社  ﾆｷﾞﾊﾔﾋ・天道日女命  神の山彌彦(伊夜比

 　西蒲原郡弥彦村  天香山命(高倉下命)  の子(尾張・海部氏祖)  古神)山信仰

 能登・石川県  気多大社  ｽｻﾉｵの女、須世理姫  神奈備「いらずの森」

陸  　羽咋市寺家町  大己貴命(大国主命)  (ﾆｷﾞﾊﾔﾋの妹)の婿  中央の巨石

 加賀・石川県  白山(ｼﾗﾔﾏ)比咩神社  しら＝斯羅(新羅)  御神体山

 　白山市三宮町  菊理媛  ｼﾗﾔﾏﾋﾒ(ｸｸﾘﾋﾒ)  白山(休火山2702m)

道  越前・福井県  気比神宮(笥飯宮)  潟湖・角鹿津・ｸﾋ浦  御神山

 　敦賀市曙町  伊奢沙別命(御食津大神)  新羅系渡来人・海神  天筒山

 若狭・福井県  若狭彦神社(遠敷明神)  ﾜｶｻ・ｵﾆｭｳ(朝鮮語)  遠敷川の清流

 　小浜市龍前  若狭彦神(彦火火出見尊)  創始社・白石神社  鵜の瀬の巨巖

 丹波・京都府  出雲大神宮(ｲｽﾞﾓｵｵｶﾐﾉﾐﾔ 大八洲国　国祖神社)  神体山＝千年山・

 　亀岡市千歳町  大国主命・三穂津姫命　元出雲(大社が移転)  御蔭山(御影山)

 丹後・京都府  (元伊勢)籠神社　(天照国照彦天火明  真奈井ｹ原・磐座

山  　宮津市大垣  彦火明命(ﾆｷﾞﾊﾔﾋ)　櫛甕玉饒速日命)  子種石

 但馬・兵庫県  出石(ｲｽﾞｼ)神社  秦氏の祖  「禁足地」

 　豊岡市出石町  天日槍命・出石八前大神  伊奢沙別命  神苑・出石

 因幡・鳥取県  宇倍神社  (古)稲羽・稲葉　宇部  本殿上の岡の上

陰  　鳥取市国府町  武内宿禰命  山の双履石・長寿神  石囲いの中・二つの石

 伯耆・鳥取県  倭文(ｼﾄﾞﾘ)神社  建葉槌(思溓神)織神  御冠山

 　東伯郡湯梨浜町  建葉槌命・下照姫命  下照姫(大国主の娘)  (安産岩)

 出雲・島根県  出雲大社(杵築大社)  素戔嗚と奇稲田の子  (杵築宮は国譲り条件で

道  　出雲市大社町  大国主大神  　とも、6世の孫とも  出雲杵築に建てられた)

 出雲・島根県  熊野大社  (神祖(ｶﾑﾛｷﾞ)、熊野  熊野山の山上岩座

 　松江市八雲町  素戔嗚尊  大神 櫛御気野命)  大社の元宮　御神山

 石見・島根県  物部神社  ﾆｷﾞﾊﾔﾋ・三炊屋姫  神体山八百山に神墓

 　太田市川合町  宇摩志麻遅命  (長髄彦の妹)の子  が
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自
由
原
稿 貴 

様 

と 

俺 

と 

は 

…
… 

千 

坂 

精 

一 

 

こ
の
春
靖
國
神
社
に
詣
で
た
と
き
、
遊
就
館
の
前

に
『
大
東
亜
戦
争
七
十
年
展
』
の
幟
が
立
っ
て
い
る

の
を
見
て
今
年
は
先
輩
た
ち
の
七
十
回
忌
な
の
だ
と

き
が
つ
い
た
。
あ
の
と
き
私
は
満
十
五
歳
だ
っ
た
の

だ
か
ら
七
十
年
経
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。 

そ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
な
が
ら
境
内
の
裏

手
に
ま
わ
っ
て
神
池
庭
園
を
回
遊
し
て
い
た
と
き
、

ふ
と
旧
海
軍
で
は
他
人
か
ら
は
「
貴
様
」
と
呼
ば
れ

自
身
の
こ
と
は
「
俺
」(

上
官
に
は
「
自
分
」)

と
い

っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。 

そ
れ
ま
で
友
達
の
あ
い
だ
で
は
、
相
手
を
「
君
」

自
分
を
「
僕
」
と
い
っ
て
い
た
の
で
途
惑
っ
た
。 

「
貴
」
は
敬
意
を
表
す
語
で
あ
り
、
「
様
」
は
氏

名
の
下
に
添
え
る
敬
称
の
は
ず
で
あ
る
。 

だ
か
ら
「
お
前
」
な
ら
と
も
か
く
、
先
輩
や
上
官

か
ら
「
貴
様
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
は
面
喰
ら
っ
た
。 

は
じ
め
の
う
ち
は
「
貴
様
」
も
「
俺
」
も
違
和
感

が
あ
っ
て
口
に
す
る
の
が
躊
躇
さ
れ
た
が
、
慣
れ
て

く
る
と
こ
ん
ど
は
「
君
」
や
「
僕
」
の
ほ
う
が
軟
弱

で
気
恥
ず
か
し
く
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

こ
の
「
貴
様
と
俺
」
と
い
う
呼
び
交
わ
し
は
出
撃

に
あ
た
り
た
が
い
に
支
え
合
う
絆
に
も
な
っ
た
。 

こ
れ
が
飛
行
兵
仲
間
に
な
る
と
二
人
の
あ
い
だ
は

も
っ
と
緊
密
に
な
っ
て
く
る
。 

戦
闘
機
の
零
式
は
単
座
で
一
人
乗
り
だ
が
、
爆
撃

機
の
九
九
式
、
彗
星
は
複
座
で
二
人
乗
り
、
銀
河
は

三
人
乗
り
で
あ
る
。 

こ
の
操
縦
員
と
偵
察
員
の
組
み
合
わ
せ
を
ペ
ア
と

い
っ
た
。
三
人
乗
り
の
銀
河
の
場
合
は
操
縦
員
、
偵

察
員
、
電
信
員
で
あ
る
。 

余
談
だ
が
銀
河
は
双
発
機
だ
っ
た
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ

は
両
翼
に
あ
る
の
で
機
体
先
端
部
分
は
風
防
で
囲
ま

れ
て
い
て
そ
こ
に
偵
察
員
が
坐
る
。
経
験
は
な
い
が

天
地
が
一
望
で
き
る
の
は
落
着
か
ず
あ
ま
り
気
持
の

よ
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。 

い
ち
ど
ペ
ア
を
組
む
と
負
傷
か
戦
死
し
な
い
限
り

ど
こ
ま
で
も
道
連
れ
で
あ
る
か
ら
絆
は
固
く
、
同
期

と
か
仲
間
を
超
越
し
た
一
心
同
体
の
関
係
に
な
る
。 

昭
和
十
九
年
十
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
の
あ
と
、
翌

二
十
年
二
月
に
南
九
州
に
点
在
し
て
い
た
各
航
空
隊

を
纏
め
て
空
母
は
す
で
に
全
滅
し
て
い
た
の
に
組
織

名
だ
け
が
残
っ
て
い
る
航
空
艦
隊
が
結
成
さ
れ
た
と

き
、
新
司
令
長
官
に
就
任
し
た
宇
垣
纏
中
将
は
、

「
麾
下
全
航
空
隊
は
特
別
攻
撃
戦
法
に
徹
す
る
」
こ

と
を
指
令
し
た
。
体
当
た
り
戦
法
で
あ
る
。 

特
攻
を
命
ぜ
ら
れ
た
彗
星
の
攻
撃
隊
で
は
、
「
体

当
た
り
す
る
だ
け
な
ら
操
縦
員
だ
け
で
い
い
。
偵
察

員
は
無
駄
死
に
さ
せ
ず
お
ろ
し
ま
し
ょ
う
」 

部
下
を
思
い
遣
る
飛
行
隊
長
か
ら
司
令
に
そ
う
い

う
合
理
的
な
意
見
が
具
申
さ
れ
た
。 

そ
の
噂
を
き
き
つ
け
た
偵
察
員
た
ち
は
結
束
し
て

司
令
室
に
押
し
か
け
、
偵
察
員
が
い
な
く
て
は
目
的

地
ま
で
飛
べ
ぬ
道
理
を
力
説
し
て
隊
長
の
具
申
を
受

け
付
け
ぬ
よ
う
詰
め
寄
り
、
承
知
さ
せ
た
と
い
う
。 

こ
れ
ま
で
生
死
を
と
も
に
し
て
き
た
ペ
ア
は
肉
親

以
上
に
太
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
、
一
人
旅
立

た
せ
て
自
分
だ
け
生
き
残
る
の
を
潔
し
と
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
出
撃
命
令
が
出
る
と
ペ
ア
で
愛
機
に
乗
り

込
み
、
み
ん
な
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。 

八
月
十
五
日
に
天
皇
の
『
終
戦
詔
勅
』
が
放
送
さ

れ
た
日
の
夕
刻
、
宇
垣
長
官
直
率
の
彗
星
十
一
機
が

大
分
基
地
か
ら
沖
縄
に
出
撃
す
る
と
き
、
長
官
は
中

津
留
隊
長
機
の
偵
察
席
に
搭
乗
す
る
た
め
ペ
ア
の
遠

藤
飛
曹
長
に
交
代
を
命
じ
た
が
、
遠
藤
は
服
さ
ず
強

引
に
長
官
の
股
間
に
潜
り
込
ん
で
逝
っ
た
と
い
う
。 

練
習
生
教
程
を
卒
え
て
実
戦
部
隊
へ
配
属
さ
れ
た

ば
か
り
の
ま
だ
ペ
ア
を
組
め
な
い
技
倆
未
熟
の
ス
ペ

ア
は
、
先
輩
た
ち
の
出
撃
を
見
送
る
だ
け
で
戦
争
が

終
わ
り
、
つ
い
に
生
き
残
っ
て
し
ま
っ
た
。 
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自
由
原
稿 

 
 

蟻 

通 

神 

社 

と 

は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柴 

田 

弘 

武 

 

大
阪
府
泉
佐
野
市
長
滝
に
蟻
通

あ
り
と
お
し

と
い
う
珍
し
い

名
の
神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
に
つ
い
て
、『
枕
草

子
』
第
二
四
四
段
に
、「
昔
、
あ
る
帝
が
在
位
で
あ

っ
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
若
い
人
だ
け
を
お
愛
し
に
な

り
、
四
十
歳
に
な
っ
た
人
を
お
殺
し
に
な
っ
た
の

で
、
初
老
に
達
し
た
人
は
地
方
の
遠
い
国
に
逃
げ
隠

れ
た
り
し
て
た
だ
の
一
人
も
都
の
中
に
は
老
人
が
見

あ
た
ら
な
か
っ
た
。
当
時
中
将
だ
っ
た
方
で
す
ば
ら

し
く
評
判
が
良
く
思
慮
分
別
な
ど
も
し
っ
か
り
し
た

方
が
い
た
。
七
十
に
手
の
届
く
両
親
を
も
っ
て
い
た

が
、
（
…
中
将
は
孝
心
深
い
人
だ
っ
た
の
で
、
こ
っ

そ
り
と
屋
敷
の
中
に
地
下
室
を
設
け
、
そ
こ
に
両
親

を
隠
し
て
世
話
を
し
て
い
た
。
） 

と
こ
ろ
が
、
支
那

も
ろ
こ
し

の
皇
帝
が
わ
が
国
の
帝
を
ど
う

か
し
て
あ
ざ
む
い
て
、
こ
の
国
を
征
服
し
よ
う
と
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
小
手
調
べ
を
し
、
論
争
を
し
か
け
に

使
い
を
よ
こ
す
。
（
…
削
っ
た
棒
の
根
元
と
先
端
を

見
分
け
ろ
、
寸
分
違
わ
ぬ
蛇
の
雄
雌
を
見
分
け
ろ
、

と
い
う
二
件
の
難
題
を
中
将
が
親
に
知
ら
せ
る
と
親

が
難
題
を
解
い
て
く
れ
、
中
将
は
面
目
を
た
も

つ
）。 

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
あ
い
だ
を
お
い
て
、
七
曲
り

に
入
り
組
ん
だ
ご
く
小
さ
な
玉
の
中
に
穴
が
通
じ
て

い
て
、
左
右
に
口
が
開
い
て
い
る
の
を
献
上
し
て
、

『
こ
の
玉
に
緒
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
（
…

言
っ
て
き
た
が
殿
上
人
た
ち
は
、
と
て
も
無
理
だ
と

い
う
）。
中
将
は
ま
た
親
の
も
と
に
行
っ
て
、『
こ
う

こ
う
で
す
。』
と
話
す
と
、
親
は
『
大
き
な
蟻
を
二

匹
ほ
ど
つ
か
ま
え
て
、
腰
に
細
い
糸
を
結
び
つ
け
、

そ
の
糸
に
も
う
少
し
太
い
糸
を
つ
な
い
で
、
む
こ
う

側
の
口
に
蜂
蜜
を
ぬ
っ
て
み
な
さ
い
。』
と
い
っ
た

の
で
、
中
将
は
そ
の
と
お
り
帝
に
申
し
上
げ
て
蟻
を

こ
ち
ら
口
か
ら
入
れ
た
と
こ
ろ
、
蟻
は
蜜
の
匂
い
を

か
い
で
、
予
期
の
と
お
り
た
ち
ま
ち
む
こ
う
側
の
口

か
ら
抜
け
出
て
来
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
糸
の
通
さ
れ

た
玉
を
持
た
せ
て
帰
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
対
し
て

『
や
は
り
日
本
の
国
は
た
い
し
た
も
の
だ
。』
と
感

心
し
て
、
以
後
は
そ
の
よ
う
な
難
題
を
も
ち
か
け
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

帝
は
こ
の
中
将
を
た
い
し
た
賢
人
だ
と
思
し
召
さ

れ
て
、
中
将
に
『
ど
ん
な
恩
賞
を
し
た
ら
よ
い
か
。

ど
ん
な
官
位
を
望
む
か
。』
と
仰
せ
に
な
っ
た
と
こ

ろ
、
中
将
は
『
毛
頭
、
官
職
も
位
階
も
い
た
だ
こ
う

と
は
存
じ
ま
せ
ん
。
た
だ
年
を
取
っ
た
両
親
が
行
方

不
明
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
を
探
し
て
都
に
住
ま
わ

せ
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
ま
す
。』
と
申
し
上
げ
た

の
で
帝
は
『
な
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。』
と
仰
せ
ら

れ
て
お
許
し
に
な
っ
た
の
で
、
す
べ
て
の
親
た
ち
が

こ
の
こ
と
を
聞
い
て
大
喜
び
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
中

将
は
そ
の
後
、
上
達
部
か
ら
大
臣
に
ま
で
任
ぜ
ら
れ

て
栄
達
し
た
と
い
う
。 

そ
う
い
う
次
第
で
、
そ
の
中
将
だ
っ
た
人
が
神
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
神
の
御
前
に
参
詣
し
た

人
の
枕
も
と
に
あ
る
晩
こ
の
神
が
仰
せ
に
な
る
に
は 

七
曲わ

だ

に
ま
が
れ
る
玉
の
緒
を
ぬ
き
て 

あ
り
と
ほ
し
と
は
知
ら
ず
や
あ
る
ら
む 

 

と
、
歌
を
お
詠
み
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」

（
現
代
語
訳
は
塩
田
良
平
に
よ
る
）
と
記
さ
れ
て
い

る
。（
な
お
こ
の
話
は
吉
田
東
伍
に
よ
る
と
仏
典
に

由
来
す
る
と
い
う
。） 

も
っ
と
も
こ
の
話
は
、『
角
川
地
名
大
辞
典
』
に

よ
れ
ば
、「
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
に
紀
貫
之
が
当

社
前
を
下
馬
せ
ず
に
通
過
し
た
た
め
に
当
社
の
祟
り

の
た
め
馬
が
動
か
な
く
な
り
、『
か
き
曇
り
あ
や
め

も
し
ら
ぬ
大
空
に
あ
り
と
ほ
し
を
は
思
ふ
へ
し
や

は
』
と
い
う
歌
を
奉
っ
て
そ
の
祟
り
を
鎮
め
た
と
い
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う
説
話
が
あ
り
、
現
在
で
は
、
紀
貫
之
が
蟻
通
の
地

名
に
ち
な
ん
で
詠
歌
し
た
も
の
を
、
後
に
清
少
納
言

が
さ
ら
に
架
構
し
て
『
枕
草
紙
』
に
あ
る
よ
う
な
俗

説
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
」
と
さ
れ

る
。 そ

れ
は
と
も
か
く
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
名
称
の
神
社

が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
若
尾
五
雄
著
『
金
属
・
鬼
・
人
柱
そ
の

他
』
に
よ
れ
ば
、
蟻
通
神
社
は
こ
の
ほ
か
に
も
奈
良

県
吉
野
郡
東
吉
野
村
小

お
む
ら

の
丹
生
川
上
神
社
中
社
、

同
県
桜
井
市
の
穴
師
兵
主
神
社
、
和
歌
山
県
伊
都
郡

か
つ
ら
ぎ
町
上
天
野
の
丹
生
都
比
売
神
社
、
同
町
渋

田
の
蟻
通
神
社
、
同
県
田
辺
市
湊
蟻
通
神
社
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
私
の
調
べ
で
は
高
知
県

吾
川
郡
別べ

っ

枝し

道
芝
の
杉
本
神
社
に
も
合
祀
さ
れ
て
い

る
。 若

尾
氏
は
蟻
通
神
社
が
丹
生
川
上
神
社
や
か
つ
ら

ぎ
町
の
丹
生
神
社
の
異
名
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
水
銀
採
取
と
関
係
あ
ろ
う
か
と
し
、
丹

生
川
上
中
社
の
蟻
通
橋
を
渡
れ
ば
三
尾
銅
山
が
あ

る
。
又
渋
田
の
蟻
通
神
社
の
古
宮
に
は
銅
の
廃
坑
跡

が
あ
り
、
田
辺
市
湊
に
つ
い
て
は
「
あ
の
辺
り
一
帯

は
湯
の
華
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
硫

黄
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
金
、
銀
、
銅
も
量
の
多
寡

は
別
と
し
て
出
ま
す
」
と
い
う
地
元
の
湯
川
幸
宏
氏

の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
件
の
泉
佐
野
市
の

元
宮
（
現
在
地
の
北
西
約
一
キ
ロ
）
の
あ
っ
た
場
所

に
は
丹
生
池
が
あ
り
、
そ
の
池
を
は
さ
ん
で
天
野
神

社
も
あ
る
と
指
摘
し
、「
と
も
か
く
『
蟻
通
』
は
丹

生
と
と
も
に
鉱
山
に
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
結
ん

で
い
る
。 

ま
た
高
知
県
の
道
芝
の
蟻
通
宮
に
つ
い
て
は
『
仁

淀
村
誌
』
の
杉
本
神
社
の
項
に
、「
こ
こ
に
は
蟻
通

あ
り
つ
う

宮
の
み
や

と
い
う
奇
異
な
神
社
が
往
古
か
ら
あ
っ
た
も
の

で
、
明
治
初
年
に
杉
本
神
社
へ
合
祭
さ
れ
て
い
た

が
、
境
内
に
は
明
治
四
十
三
年
海
津
見
神
社
へ
合
祭

さ
れ
る
ま
で
、
小
さ
な
宮
が
あ
っ
て
、
宮
に
は
頭
と

腹
が
黒
く
、
胴
の
赤
い
長
さ
約
一
セ
ン
チ
の
蟻
が
沢

住
み
家
に
し
て
い
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
蟻
通
宮
と
い

っ
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
は
姿
を
消
し

て
、
今
は
一
匹
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
祭
神

も
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
書

か
れ
て
い
る
。 

実
際
に
蟻
が
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
こ
こ

で
も
含
銅
硫
化
鉄
鉱
を
採
掘
し
て
い
た
長
者
鉱
山
が

昭
和
三
八
年
ま
で
稼
行
し
て
い
た
（『
仁
淀
村

誌
』）。『
日
本
地
方
鉱
床
誌
』
に
も
、
別
枝
地
区
の

沢
渡
・
岩
屋
・
芋
生
野
に
は
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
が
ド
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
カ
ラ
ス
テ
ヤ
シ
キ

と
い
う
地
名
が
あ
っ
て
、
昔
安
徳
天
皇
に
供
奉
し
て

き
た
烏

か
ら
す

出
生

で

う

丹た
ん

と
い
う
人
が
開
い
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。
こ
の
生
丹
と
い
う
名
も
「
丹
生
」
を
思
わ

せ
る
。
こ
の
地
の
蟻
通
宮
も
鉱
産
と
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。 

そ
う
す
る
と
鉱
山
と
蟻
通
が
な
ぜ
結
び
つ
く
の
か

が
問
わ
れ
て
く
る
。
私
は
こ
の
謎
を
見
事
に
解
い
た

の
が
故
小
牧
進
三
氏
の
「
金
工
史
の
視
点
か
ら
―
古

代
丹
後
の
伝
承
地
名
を
歩
く
―
」（
季
刊
『
郷
土
と

美
術
』
一
九
八
八
年
一
月
冬
季
号
所
載
）
で
あ
る
と

思
う
。
詳
細
は
拙
著
『
全
国
「
別
所
」
地
名
事
典
』

下
の
京
都
府
与
謝
郡
加
悦
町
滝
“
別
ソ
ウ
口
・
上
ベ

ッ
ソ
ウ
”
の
項
で
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
を
要
約
し
て

み
よ
う
。 

氏
は
ま
ず
『
丹
波
国
風
土
記
残
欠
』
の
加
佐
郡
有あ

り

道ぢ

郷
（
本
字
蟻
道
）
条
を
紹
介
す
る
。
そ
こ
に
は

「
昔
天
火

あ
め
の
ほ

明
あ
か
り
の

命
み
こ
と

が
飢
え
て
こ
の
地
に
来
た
と
き
、

蟻
に
導
か
れ
て
穴あ

な

巣す

国
に
到
り
、
そ
こ
の
土
地
に
饗に

え

を
奉
ら
れ
た
。
天
火
明
命
は
そ
の
こ
と
を
喜
ば
れ
、

土
神
に
『
蟻あ

り

道
彦
大
食
持

じ

ひ

こ

お

ほ

け

も

ち

の

命
み
こ
と

』
の
名
を
賜
っ
た
。

そ
こ
で
こ
の
地
を
蟻
道
と
い
う
。
ま
た
神
祠
が
あ
っ

て
、
蟻
巣
と
い
う
。
今
阿
良
須

あ

ら

す

と
い
う
の
は
訛
で
あ
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る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
有
道
郷
は
現
在
の
福
知

山
市
大
江
町
有
路

あ

り

じ

の
こ
と
と
さ
れ
る
。 

大
江
町
は
酒
呑
童
子
の
鬼
退
治
説
話
で
知
ら
れ
る

町
で
あ
る
が
、
そ
の
鬼
伝
説
が
暗
示
す
る
よ
う
に
大

鉱
山
地
帯
で
あ
る
。 

氏
は
ま
ず
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
の
「
伊
勢
の

丹
生
の
地
に
点
在
す
る
中
世
の
朱
砂
採
掘
坑
道
を
み

る
と
、
径
六
〇
～
七
〇
セ
ン
チ
大
の
大
人
、
一
人
が

や
っ
と
腹
ば
い
で
も
ぐ
り
込
め
る
程
度
の
ヨ
コ
穴
坑

で
鉱
脈
を
追
う
た
め
、
約
二
メ
ー
ト
ル
毎
に
坑
道
は

屈
折
し
、
坑
道
入
口
は
ま
る
で
蟻
穴
に
見
え
る
と
い

う
」
と
い
う
記
述
に
注
目
す
る
。
私
も
奈
良
県
宇
陀

の
地
域
で
そ
の
よ
う
な
穴
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
地

元
の
田
中
八
郎
氏
か
ら
、
そ
れ
が
朱
砂
の
採
掘
坑
跡

だ
と
教
え
ら
れ
た
。 

小
牧
氏
は
「
小
さ
な
坑
道
か
ら
地
表
に
朱
砂
を
搬

出
す
る
た
め
坑
道
を
出
入
り
し
働
く
坑
夫
（
鉱
夫
）

の
姿
が
、
あ
た
か
も
、
地
を
は
う
蟻
が
餌
を
求
め
て

蟻
穴
を
出
入
り
す
る
姿
に
あ
ま
り
に
も
酷
似
し
て
い

た
た
め
、
征
服
者
か
ら
み
て
彼
ら
は
蟻
に
た
と
え
ら

れ
『
蟻
』
と
よ
ば
れ
た
に
き
っ
と
ち
が
い
な
い
。」

と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
ア
メ
ノ
ホ
ア
カ
リ
の
火
中
出
生
譚
を
紹
介
し

た
上
で
、
同
神
は
産
鉄
神
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
神

が
「
空
腹
の
ま
ま
蟻
道
で
、
蟻
（
坑
夫
）
に
案
内
さ

れ
、
穴
巣
国
に
た
ど
り
つ
い
た
風
土
記
の
語
り
は
、

こ
の
蟻
道
の
地
に
す
で
に
先
住
し
て
い
た
坑
夫
（
鉱

夫
）
に
案
内
さ
れ
、
い
く
つ
か
開
か
れ
て
い
る
坑
道

現
場
に
着
い
た
こ
と
を
表
現
し
、
そ
の
現
場
が
穴
巣

国
で
あ
っ
た
と
み
た
い
。
し
た
が
っ
て
種
々
の
食
持

で
も
て
な
し
た
食
物
も
、
日
頃
人
間
が
食
す
る
五
穀

を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
鉄
を
は
じ
め
、
豊
富

で
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
資
源
が
探
査
さ
れ
え
た
こ
と
を

食
物
に
た
と
え
て
い
る
」
と
す
る
。 

な
お
大
江
町
に
は
血
原
の
地
名
も
あ
り
、
そ
れ
は

大
江
町
尾
藤
、
尾
藤
奥
か
ら
採
取
し
た
朱
砂
の
堆
積

地
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。 

以
上
の
指
摘
は
「
蟻
道
」
の
解
明
ば
か
り
で
は
な

く
、
蟻
通
神
社
に
も
全
く
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
の
で
あ
る
。 

  

     

 

三
戸
岡
さ
ん
が
、
山
谷
え
り
子
氏
と
対
談 

 

三
戸
岡
さ
ん
が
、
参
議
院
議
員
で
国
家
公
安
委
員

会
委
員
長
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣(

防
災
担
当
）

の
山
谷
え
り
子
氏
と
雑
誌
『
致
知
』
十
一
月
号
で

「
道
徳
教
育
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
て
対
談
を
行
っ
て

い
ま
す
、
中
見
出
し
を
拾
っ
て
紹
介
し
ま
す
。 

◇ 

い
ま
道
徳
を
求
め
る
空
気
が
醸
成 

さ
れ
て
き
て
い
る 

◇ 

現
場
で
の
道
徳
教
育
の
実
態 

◇ 

教
育
改
革
へ
の
布
石
は
打
た
れ
て
い
た 

◇ 

大
人
に
も
道
徳
教
育
が
必
要
だ 

◇ 

生
徒
た
ち
は
「
積
小
為
大
」
に
感
動
す
る 

◇ 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
守
る 

◇ 

悪
に
打
ち
克
つ
強
い
善
が
必
要
で
あ
る 

◇ 

母
性
が
一
番
の
情
緒
教
育
で
あ
る 

◇ 

ガ
キ
大
将
が
改
心
し
た
き
っ
か
け 

◇ 

い
ま
教
育
問
題
の
一
番
の
課
題
と
は
？ 

◇ 

日
本
人
の
魂
の
原
点 
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自
由
原
稿 

マ
リ
ア
に
抱
か
れ
た 

可
愛
く
な
い
キ
リ
ス
ト
像 

新 

井 
 
 

宏 
 

私
に
と
っ
て
、
小
さ
い
頃
キ
リ
ス
ト
教
の
幼
稚
園

に
通
っ
て
い
た
こ
と
と
、
誕
生
日
が
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
で
あ
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
縁
の
全
て
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
幼
時
の
キ
リ
ス
ト
教
の

記
憶
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、

東
方
の
三
博
士
が
、
星
に
導
か
れ
て
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

に
至
り
、
馬
小
屋
で
マ
リ
ア
に
抱
か
れ
た
神
の
子
イ

エ
ス
に
拝
す
る
話
で
あ
る
。 

お
そ
ら
く
幼
稚
園
の
頃
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
聞
い

た
話
で
あ
ろ
う
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
時
に

マ
リ
ア
に
抱
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
像
を
見
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
し
か
も
そ
の
キ
リ
ス
ト
像
は
、
あ
ま
り
可

愛
く
な
か
っ
た
。
変
な
こ
と
を
覚
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
。 

あ
る
い
は
後
年
の
記
憶
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
期
の
聖
母
子
像
の
絵
画
を
い
く
つ
か
見
て
も
、
い

つ
も
同
じ
印
象
を
持
つ
。
私
の
基
準
で
は
、
幼
児
は

無
条
件
に
可
愛
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
マ
リ

ア
に
抱
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
像
は
可
愛
く
な
い
の
で
あ

る
。 

も
ち
ろ
ん
、
可
愛
く
な
い
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ

で
、
賢
い
顔
、
聡
明
な
顔
と
で
も
言
え
ば
よ
い
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
幼
児
な
の
に
大
人
の
顔
付
き
を
し

て
い
る
違
和
感
な
の
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
を
崇
め
る
立
場
か
ら
は
、
単
に
可
愛
い

キ
リ
ス
ト
像
を
描
く
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
だ

と
思
う
が
、
そ
ん
な
理
由
な
ら
、
い
く
ら
で
も
解
説

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

し
か
し
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
ら

し
い
解
説
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
い
や
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
マ
リ
ア
に
抱
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
が

「
可
愛
く
な
い
」
な
ど
と
不
遜
な
こ
と
を
言
っ
て
い

る
人
も
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。 

そ
う
な
る
と
、
私
の
認
識
が
間
違
っ
て
い
る
の
か

不
安
に
な
る
。 

そ
こ
で
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
な
ど
の
有
名
な
聖
母

子
像
の
キ
リ
ス
ト
像
の
部
分
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
任
意
に
コ
ピ
ー
し
て
別
表
に
し
て
見
た
。
た
だ

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
聖
母
子
像
で
は
、
キ
リ

ス
ト
像
部
分
の
み
を
拡
大
す
る
と
か
な
り
不
鮮
明
に

な
る
の
で
、
除
外
し
た
も
の
も
あ
る
。 

有
名
な
画
家
と
し
て
は
、
十
四
世
紀
初
の
ジ
ョ
ッ

ト
、
十
五
世
紀
の
マ
ザ
ッ
チ
ョ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
リ

ッ
ピ
、
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ

ン
、
ボ
ッ
テ
チ
ェ
リ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
な
ど
を
含
ん
で

い
る
。 

ほ
ぼ
、
年
代
順
に
一
覧
表
と
し
て
並
べ
て
み
る

と
、
お
そ
ら
く
私
の
見
解
に
同
意
し
て
頂
け
る
で
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
愛
ら
し
い
天
使
の
よ
う
な
キ
リ

ス
ト
像
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
部
分
が
「
可

愛
ら
し
く
な
い
」
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
勝
手
な
推
測
を
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
な

ど
一
神
教
は
、
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
、
性
善
説
よ
り

も
性
悪
説
に
立
脚
し
て
い
る
。
幼
児
の
あ
ど
け
な
い

「
可
愛
ら
し
さ
」
を
認
め
て
い
て
は
、
性
悪
説
に
な

じ
ま
な
い
。
で
も
、
正
直
に
言
っ
て
、
聖
徳
太
子
の

幼
児
像
も
お
地
蔵
さ
ん
で
「
可
愛
ら
し
い
」
と
は
言

い
が
た
い
。 

そ
う
云
え
ば
、
母
が
い
つ
も
言
っ
て
い
た
。 

「
宏
が
生
ま
れ
た
時
に
、
マ
メ
マ
メ
し
い
子
だ
と
言

わ
れ
た
が
、
誰
も
可
愛
い
と
言
っ
て
く
れ
な
か
っ

た
」
と
。
お
び
ん
ず
る
様
の
よ
う
だ
と
も
言
わ
れ
た

ら
し
い
。
母
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
散
歩
中
な
ど
で
、
幼
児
連
れ
の
母
親
に

会
う
と
、「
可
愛
い
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
例
外
な
く
本
当
に
み
ん

な
可
愛
い
か
ら
で
あ
る
が
。 
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自
由
原
稿 

出
雲
大
社
再
考
（
五
） 

国
造
家
の
慶
事
と
皇
室
の
存
続
の
危
機 

村
上 

邦
治 

 

出
雲
大
社
宮
司
千
家
尊
祐
長
男
国
麿
禰
宜
と
高
円

宮
家
次
女
典
子
女
王
は
、
納
采
（
結
納
）
、
告
期

（
結
婚
式
日
伝
達
）
、
賢
所
皇
霊
殿
神
殿
（
宮
中
三

殿
）
拝
礼
、
朝
見
（
両
陛
下
へ
の
お
礼
）
、
入
第

（
式
当
日
実
家
へ
迎
え
）
の
各
儀
式
を
経
て
、
十
月

五
日
に
出
雲
大
社
で
、
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
た
。
五

月
の
内
定
記
者
会
見
か
ら
、
挙
式
に
至
る
諸
儀
式

は
、
久
し
ぶ
り
に
、
皇
室
の
伝
統
を
思
い
呼
び
起
さ

せ
た
。
結
婚
に
よ
り
、
典
子
女
王
は
、
皇
籍
離
脱

し
、
皇
族
は
二
〇
名
に
減
少
、
こ
の
慶
事
は
、
改
め

て
、
皇
室
が
抱
え
る
深
刻
な
現
状
を
、
認
識
さ
せ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。 

最
古
の
万
世
一
系
を
続
け
る
両
家
の
結
婚
は
、
初

め
て
で
あ
る
。
皇
室
は
、
天
照
大
神
を
皇
祖
神
と

し
、
第
一
子
天
忍
穂
耳
尊
の
子
、
瓊
瓊
杵
尊
に
連
な

り
、
現
天
皇
は
第
一
二
五
代
に
あ
た
る
。
一
方
、
天

照
大
神
の
第
二
子
天
穂
日
命
を
祖
と
す
る
現
千
家
国

造
は
、
第
八
四
代
に
あ
た
る
。
両
家
と
も
、
こ
れ
ま

で
男
系
男
子
の
継
承
を
続
け
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、

継
承
体
制
に
は
、
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。 

現
皇
室
は
、
昭
和
天
皇
家
と
、
そ
の
弟
で
あ
る
三

笠
宮
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
笠
宮
系
三
家
は
、

既
に
当
主
は
不
在
で
、
内
桂
宮
家
は
、
今
年
六
月
廃

絶
さ
れ
た
。
残
る
二
家
に
、
皇
位
継
承
者
は
皆
無

で
、
二
家
の
女
性
四
人
は
、
結
婚
す
る
と
、
皇
籍
を

離
れ
る
。 

天
皇
家
で
は
、
二
人
の
男
子
（
皇
太
子
と
秋
篠

宮
）
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
を
継
ぐ
皇
位
継

承
者
は
、
た
だ
一
人
（
悠
仁
殿
下
）
で
あ
る
。
天
皇

の
弟
常
陸
宮
に
は
、
後
継
者
は
不
在
で
あ
る
。
こ
う

し
た
現
状
か
ら
、
二
、
三
十
年
先
を
展
望
す
る
と
、

皇
族
は
、
十
名
弱
の
き
わ
め
て
小
世
帯
に
な
る
こ
と

が
予
見
さ
れ
、
皇
族
に
よ
る
公
務
は
大
幅
に
制
限
さ

れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
最
大
の
問
題
は
、
次
々
皇
位
継

承
者
は
、
僅
か
一
人
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
皇
室
は

「
存
続
の
危
機
」
に
陥
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
過

言
で
は
な
い
。 

一
部
に
、
危
機
の
原
因
は
、
終
戦
後
宮
家
皇
族
の

臣
籍
降
下
に
あ
る
と
し
、
危
機
打
開
の
方
策
と
し

て
、
皇
室
典
範
改
正
に
よ
り
、
降
下
し
た
方
の
復
籍

を
認
め
よ
と
主
張
す
る
。
又
、
西
欧
諸
国
と
同
様
、

女
系
天
皇
容
認
論
者
も
増
え
て
い
る
。 

し
か
し
現
在
の
皇
室
危
機
は
、
長
き
に
わ
た
る
皇

位
継
承
体
制
自
体
に
、
問
題
の
根
源
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。 

天
皇
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
継
承
す

る
。
そ
の
た
め
、
皇
后
に
継
承
者
が
誕
生
し
な
い
場

合
に
備
え
て
、
側
室
制
度
が
設
け
ら
れ
、
庶
子
に
よ

る
皇
位
継
承
が
、
繰
り
返
さ
れ
た
。
江
戸
期
以
降
を

み
て
も
、
皇
后
に
よ
る
男
子
誕
生
は
、
一
度
も
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
皇
后
の
実
子
は
、
唯
一
第
百

八
代
後
水
尾
天
皇
の
皇
后
和
子
（
二
代
将
軍
秀
忠
の

娘
）
の
長
女
、
第
百
九
代
明
正
天
皇
（
女
帝
）
の
み

で
あ
っ
た
。
側
室
に
幾
人
か
の
男
子
が
誕
生
し
て

も
、
皇
位
継
承
者
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
他
の
庶
子
は

出
家
さ
せ
ら
れ
、
皇
族
に
留
ま
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。 皇

位
継
承
者
は
、
天
皇
か
ら
最
も
近
い
嫡
子
が
選

ば
れ
る
が
、
長
ら
く
嫡
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の

で
、
庶
子
に
よ
る
皇
位
継
承
が
一
般
化
し
た
の
で
あ

る
。
江
戸
末
期
以
降
の
、
孝
明
、
明
治
、
大
正
の
三

天
皇
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。 

こ
う
し
た
継
承
体
制
を
変
え
た
の
が
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
病
弱
で
あ
っ
た
大
正
天
皇
で
あ
る
。
皇
后
か

ら
四
人
の
男
子
（
昭
和
天
皇
、
秩
父
宮
、
高
松
宮
、

三
笠
宮
）
が
誕
生
し
た
の
は
、
ま
さ
に
奇
跡
で
あ
っ
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た
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
近
代
的
な
側
室
制
度
は
廃
止

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
弟
三
人
は
、
新
た
に
宮
家
を

設
立
し
独
立
、
今
日
に
至
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
長
い
歴
史
か
ら
み
る
と
、
嫡
子
男
子
四

人
は
、
例
外
で
あ
っ
た
。
新
三
宮
を
創
設
す
る
こ
と

で
、
皇
位
継
承
者
と
皇
族
数
の
確
保
は
盤
石
と
さ

れ
、
新
典
範
で
は
養
子
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
男
子
の
嫡
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
存
続
の
危
機
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 一

方
、
出
雲
国
造
家
の
後
継
者
体
制
の
特
徴
は
、

国
造
家
一
族
で
形
成
さ
れ
た
上
官
体
制
に
あ
っ
た
。

上
官
家
は
、
十
数
家
あ
り
、
国
造
家
に
後
継
者
が
無

き
場
合
は
、
養
子
や
婚
姻
な
ど
に
よ
り
、
男
系
男
子

を
擁
立
し
た
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
江
戸
初
期
、
北
島
方
の
上
官
佐
草
自
清

は
、
六
四
代
千
家
慶
勝
の
孫
で
あ
っ
た
が
、
佐
草
家

に
男
子
が
お
ら
ず
、
婿
養
子
と
な
り
、
佐
草
家
を
継

い
だ
。
そ
の
嫡
子
は
佐
草
家
を
継
ぎ
、
二
男
は
上
官

千
家
の
養
子
と
な
り
、
七
一
代
千
家
国
造
宗
敏
と
な

っ
た
。
北
島
国
造
家
に
お
い
て
も
、
一
九
世
紀
初
め

の
七
四
代
か
ら
、
上
官
家
（
本
屋
敷
）
に
移
り
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
北
島
・
千
家
両
家
は
大
社
祭
祀

権
を
め
ぐ
り
、
明
治
五
年
ま
で
、
鋭
く
対
立
し
た

が
、
上
官
家
の
存
在
に
よ
り
、
両
家
と
も
、
男
系
相

続
は
、
安
定
し
て
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ

る
。 佐

草
自
清
が
書
き
残
し
た
『
出
雲
水
青
随
筆
』

に
、
社
家
員
数
と
し
て
両
国
造
、
上
官
社
職
一
七

人
、
権
社
家
八
人
、
中
官
社
人
六
人
、
伶
人
十
人,

子
良
（
こ
ら
）
二
四
人
、
神
人
六
〇
人
、
被
官
一
二

〇
人
と
あ
る
。
約
二
五
〇
人
で
大
社
祭
祀
を
守
り
続

け
た
の
で
あ
る
。 

本
書
に
よ
る
と
、
当
時
大
社
年
中
行
事
は
七
七
に

の
ぼ
っ
た
。
最
も
多
い
月
は
、
一
月
で
、
二
四
あ

り
、
多
い
日
は
四
神
事
が
行
わ
れ
た
。
年
間
の
最
大

神
事
は
、
十
月
一
一
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
神
在
祭

と
さ
れ
、
全
国
の
神
様
が
出
雲
に
集
ま
る
神
事
で
、

七
日
間
続
く
も
の
で
あ
っ
た
。 

各
神
事
に
つ
い
て
も
、
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

膳
の
配
置
や
器
の
盛
り
付
け
な
ど
、
図
式
化
し
て
、

分
か
り
や
す
い
。
例
え
ば
、
元
日
の
神
事
を
み
る

と
、
膳
の
数
、
神
饌
の
種
類
、
御
飯
（
飯
、
餅
、
精

米
）、
野
菜
（
大
根
）、
海
菜
（
和
布
又
は
昆
布
）、

御
贄
（
鯣
又
は
小
鯛
）
な
ど
、
古
く
か
ら
の
し
き
た

り
が
、
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
た
。 

祭
祀
執
行
に
つ
い
て
も
、
国
造
の
外
、
上
官
や
そ

の
他
社
人
数
、
そ
の
装
束
、
祭
式
の
手
順
、
舞
が
あ

る
時
は
、
音
曲
、
楽
器
も
決
め
ら
れ
て
い
た
。
多
く

あ
る
神
事
は
、
全
て
異
な
り
、
古
来
よ
り
継
承
し
熟

知
し
た
上
官
家
は
、
祭
祀
執
行
に
は
、
不
可
欠
な
存

在
で
、
国
造
と
一
体
に
な
っ
て
、
奉
仕
を
続
け
て
き

た
の
で
あ
る
。 

大
国
主
神
を
祀
る
出
雲
大
社
の
、
多
種
で
複
雑
な

祭
祀
に
は
、
古
来
よ
り
厳
格
に
伝
え
て
き
た
上
官
家

を
必
要
と
し
、
こ
の
上
官
家
群
の
存
在
こ
そ
が
、
国

造
家
の
男
子
一
系
を
安
定
さ
せ
た
最
大
の
要
因
で
あ

っ
た
。 

皇
位
継
承
者
を
絞
っ
て
き
た
継
承
体
制
と
、
国
造

家
の
集
団
継
承
体
制
の
違
い
が
、
今
日
の
両
家
の
現

状
を
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。 

  

参
考
文
献 

『
近
世
出
雲
大
社
の
基
礎
的
研
究
』（
西
岡
和

彦
） 

『
神
道
大
系 

神
社
編 

出
雲
大
社
』 
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テ
ー
マ 
「
日
本
列
島 

西
・
東
」 

司
会 

鯨 

游
海 

氏 

 
 

日 

時 

十
一
月
二
十
六
日(

水) 

午
後
六
時
十
分
～
八
時 

 
 

会 

場 

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館 

四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム 

参
加
者
に
ご
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
の
で

皆
様
各
々
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

 
 

「
私
は
東
と
西
の
違
い
に
つ
い
て
、 

 
 
 
 

○
○
○
○
の
体
験
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
理
由
は
恐
ら
く
△
△
△
△
に
起
因 

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。」 

 

 
 

事
柄
は
大
小
問
わ
ず
、
何
で
も
結
構
で
す
。 

 

   

 

来
年
度
の
講
演
と 

執
筆
予
定 

 

平
成
二
十
七
年
の
例
会
の
講
演 

予
定
と
史
遊
会
通
信
の
執
筆
予 

定
を
暫
定
的
に
下
記
の
よ
う
に 

計
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご 

確
認
下
さ
い
。 

月
次
変
更
な
ど
の
ご
希
望
が
あ 

り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
幹
事
ま 

で
お
申
し
出
下
さ
い
。 

    

お
詫
び
と
訂
正 

十
月
十
日
発
行
の
「
史
遊
会
通 

信
」
は
２
３
５
号
で
し
た
が
、 

誤
っ
て
２
３
４
号
と
記
載
し
て 

し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て 

訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

   

    

 

            

。 

 

 

十
一
月
討
論
会
に
つ
い
て 

 

年月 № 発行月 原稿〆切

1月28日 　柴田弘武 238号 　1月   12月末 　瀧澤 　鍋屋 　高橋

2月25日 　新井　宏 239号 　2月  　1月末 　太田　 　森下 　佐藤

3月25日 　太田精一 240号 　3月  　2月末 　村上 　漆原 　諸橋

4月22日 　村上邦治 241号 　4月  　3月末 　平山 　鯨 　小田

5月27日 　中込勝則 242号 　5月  　4月末 　隆 　中込 　三戸岡

6月24日 　三戸岡道夫 243号 　6月  　5月末 　千坂 　新井 　柴田

7月22日 　千坂精一 244号 　7月  　6月末 　瀧澤 　鍋屋 　高橋

（8月休会） 　（夏休み） 休刊

9月未定 　漆原直子 245号 　9月  　8月末 　太田 　森下 　佐藤

10月28日 　森下征二 246号  10月　　 　9月末 　村上 　漆原 　諸橋

11月25日 　（討論会） 247号  11月   10月末 　平山 　鯨 　小田

12月未定 　（忘年会） 248号  12月   11月末 　「今年感動した3冊の本」全員

1月27日 　小田紘一郎 249号 　1月   12月末 　隆 　中込 　三戸岡

9月は第4水曜日が祭日のため、追って調整します。

１、講演者は講演の前月末迄に「要旨(15行程度)」を、当月末迄に「講演録」を編集者まで提出。
２、友の会会員の自由執筆投稿を歓迎します。
３、自由執筆原稿は1頁20字75行を目処に、1～3頁ですが、基本的には自由です。

平成27年度　史遊会講演者・「史遊会通信」自由執筆者一覧　（敬称略）
講演 「史遊会通信」執筆者

講演者 自由執筆担当者


